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本研究の目 的  

 大学生 の 就 職 活 動 に は ，企業からの不採用経験が不可避である。不

採用経験 によ っ て 個 人 は，ストレス，不安，抑うつ，大学生活不適応，

挫折感，自 己 否 定 感 ，死に たい気持ちなど，様々な不適応的影響を受

ける。しか し な が ら ，新卒 者一括採用スケジュールという日本の就職

活動の制 度の も と で は ，大 学生は就職達成のために，就職活動を途中

で離脱す るこ と な く 継 続 し ていかなければならない。すなわち，大学

生の就職 活動 は 数 々 の 不 採 用経験を乗り越え，その活動を維持してい

く過程で ある と 言 え る。本 研究では，当該過程を「就職活動維持過程」

と定義し，大 学 生 が 就 職 活 動を維持していくために 行われる行動，当

該過程に 関連 す る 要 因 を 明 らかにすることを目的とした。本研究の目

的は，以 下に 述 べ る 3 点 で ある。  

 第 1 の目的 は ，就 職 活 動 維持過程の質的モデルの生成と就職活動維

持過程尺 度の 開 発 で あ る。就職活動の過程で個人が「企業からの不採

用経験」を 克 服 し て い く 過 程を明らかにするために，まず就職活動を

経験した者の 語 り か ら モ デ ルを生成し，そのモデルに基づいて個人が

就職活動を維 持 す る た め に 行う行動を測定する尺度を作成する。  

 第 2 の目的 は ，就 職 活 動 維持過程の経験によって個人にどのような

影響があるの か を明 ら か に することである。就職活動を維持していっ

た結果と して の，就 職 活 動 の客観的側面と主観的側面，さらに就職活

動後の個 人の成 長・適 応的 側面を評価する諸指標と就職活動維持過程

との関連 を明 ら か に す る 。  

 第 3 の目的 は ，就 職 活 動 維持過程に影響を与える要因を明らかにす

ることである 。自 己 に 関 す る要因，他者に関する要因，取り組み方に

関 す る 要 因 の 3 つ か ら ， 就 職活 動 維 持 過 程 と の関 連 を 明 ら か に す る 。 
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対象と方法  

 上記の 目的 を 達 成 す る た めに，本研究では就職活動中または就職活

動を終了 した 大 学 生 お よ び 大学院生計 11 63 名を対象に，半構造化面

接および 複数 回 の 質 問 紙 調 査を実施した。なお，本研究はすべて，筑

波大学人 間総 合 科 学 研 究 科 研究倫理委員会の承認を得て行った。  

 

結果  

 研究 1 では ，就 職 活 動 を 経験した者の語りに基づき，M -GTA 分析に

よって，大 学生 の 就 職 活 動 維持過程モデルを生成した。本モデルでは，

出現時期 およ び 性 質 が 異 な る一次的過程と二次的過程という 2 つの過

程によっ て，大 学 生 の 就 職 活動が維持されていくことが示された。一

次的過程 は就 職 活 動 の 当 初 より経験され，不採用経験を振り返る，次

の採用活 動に 向 け て 切 り 替 える，あまり考えすぎずに行動を起こして

いくとい った ，個 々 の 不 採 用経験を受けての具体的な対処行動や当面

の就職活 動を 維 持 し て い く ための現在志向的行動が行われていた。二

次的過程 は就 職 活 動 を 一 定 に経験した後，つまり一次的過程の経験の

蓄積とと もに一 次 的 過 程 に 追加され以降並行される形で現れ，今まで

の自身を 振り 返 る ，自 分の 目標を明確にするといった，現実的将来を

見据えた より 深 い 自 己 洞 察 を伴う思考的作業を含む未来（目標）志向

的行動が 行わ れ て い た 。  

 研究 2 と研 究 3 で は ，大 学生の就職活動維持過程尺度を作成し，そ

の信頼性 と妥 当 性 の 検 討 を 行った。研究 2 では，研究 1 で生成された

大 学 生 の 就 職 活 動 維 持 過 程 モ デ ル を 構 成 し た 語 り に 基 づ い て 大 学 生

の就職活 動維 持 過 程 尺 度 の 原版を作成し，当該尺度の因子構造と信頼

性・構成概 念 妥 当 性 お よ び 併存的妥当性を検討した。探索的因子分析
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を実施し た結 果 ， 6 因 子 が 見出され，大学生の就職活動維持過程尺度

は 6 因子 3 2 項目 か ら 構 成 さ れた。信頼性と妥当性の検討に関しては，

信頼性係 数の 値 は お よ そ 十 分な値を示し，妥当性の検討に用いた各変

数とも想 定通 り の 正 の 相 関 関係が示された。研究 3 では，研究 2 で作

成 さ れ た 就 職 活 動 維 持 過 程 尺 度 を 用 い て 就 職 活 動 の 時 期 と の 関 係 に

ついて明 らか に し ，就職 活 動 を時 間 的 な 幅を も っ た 過 程 と し て捉 え る視

点を 備 え た 尺 度 と し ての 妥 当 性を 検 討 し た 。各下位尺度について，就職

活動の初 期と 終 期 と いう 2 時点からの回顧によって得られた各得点を

比較した 結果 ，個 人 の 就 職 活動維持過程において，就職活動の時期に

よ っ て 行 わ れ や す い 行 動 と 時 期 に 関 係 な く 行 わ れ や す い 行 動 が あ る

ことが示 唆さ れ た 。以 上研 究 2 および研究 3 から，研究 1 の知見も併

せ，作成さ れ た 尺 度 が 過 程 的視座を備えた尺度として一定の妥当性を

備えてい るこ と が 示 さ れ，就職活動の当初より行われている一次的過

程として「 不 採 用 経 験 の 振 り返り」，「認知的切り替え」，「模索的行動」，

「 他 者 へ の 自 己 開 示 」， 一 定 の 経 過 の 後 に 追 加 的 に 行 わ れ る 二 次 的 過

程として「 目 標 の 明 確 化」，「自分らしい就職活動態度の確立」の経験

程度を測 定し う る こ と が示 された。  

研究 4 で は，就 職 活 動 中 の大学生を対象とした就職活動維持過程の

縦断的検 討に よ っ て，個 人 の就職活動維持過程を就職活動の 2 時点か

ら検討し た 。就 職 活 動を 終 え た個 人 の 回 顧に よ る 回答 を 求 め た研 究 3 と

の 比 較 で は，「 不 採 用経 験 の 振り 返 り」，「認 知 的切 り 替え 」，「自 分 らし い

就 職 活 動 態 度 の 確 立 」 に つ い て は 同 様 の 結 果 が 得 ら れ ，「 模 索 的 行 動 」，

「 他 者 へ の自 己 開 示 」，「 目 標 の明 確 化 」 につ い て は， や や 異 なる 結 果と

な っ た 。 活動 中 の 個 人の 視 点 では 「 他 者 への 自 己 開示 」 に つ いて は 活動

の 経 過 と と も に 行 わ れ る よ う に な る 二 次 的 過 程 の 側 面 も 窺 え た が ，「 模
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索的行動 」お よ び「 目 標 の 明確化」は，有意ではないが平均値が予測

された方 向で 変 化 を 示 し て いた。したがって，おおむね予想された結

果を示し たと 考 え ら れ，こ れまで就職活動経験者の回顧によって作成

された「就 職 活 動 維 持 過 程 尺度」は，就職活動中の個人が 活動を維持

す る た め に と る 行 動 を 過 程 と い う 側 面 か ら お よ そ 測 定 す る こ と が で

き ， 活 動 中 の 学 生 に 対 し て もお よ そ 適 用 可 能 であ る こ と が 示 さ れ た 。 

研究 5 -1 と 研 究 5 -2 で は ，就職活動維持過程の経験がその結果に与

える影響 につ い て 検 討 し た。研究 5 -1 では就職活動を評価する指標に

与える影 響を ，研 究 5 -2 で は就職活動後の個人の適応を評価する指標

に与える 影響 を検 討 し た 。 研究 5 -1 では，「模索的行動」と「他者へ

の 自 己 開 示 」 が 客 観 的 指 標 で あ る 「 活 動 量 」 を 促 進 し て い た 。「 目標

の 明 確 化 」 は 「 就 職 活 動 へ の 満 足 感 」，「 就 職 活 動 に よ る 自 己 成 長 感 」

双 方 の 主 観 的 指 標 を 高 め ，「 自 分 ら し い 就 職 活 動 態 度 の 確 立 」 は 客 観

的指標の うち 内 定 の 獲 得 に 直結する「本採用活動量」と主観的指標で

ある「就 職活 動 へ の 満 足 感 」を高めていた。研究 5 -2 では，「不採用

経 験 の 振 り 返 り 」 や 「 認 知 的 切 り 替 え 」 は 活 動 後 の 適 応 を 高 め ，「模

索的行動 」と「 他 者 へ の 自 己開示」は低めていた。ま た「目標の明確

化」が，「 自 己 肯定 意 識 」の 対自己領域および対他者領域，「本来感」，

「就職不 安」の す べ て の 適 応指標に肯定的な影響を与えていたことが

示された 。し た が っ て ，就 職活動の客観的側面である「活動量」を促

進する一 次的 過 程 の「 模 索 的行動」と「他者への自己開示」に加えて，

就 職 活 動 の 主 観 的 指 標 お よ び 活 動 後 の 適 応 指 標 を 促 進 す る 一 次 的 過

程 の 「 不 採 用 経 験 の 振 り 返 り 」 と 「 認 知 的 切 り 替 え 」， さ ら に は す べ

て の 結 果 指 標 に 肯 定 的 な 影 響 を 与 え る 二 次 的 過 程 も 併 せ て 経 験 さ れ

ることが 望ま し い こ と が 示 された。  
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研究 6・ 研 究 7・ 研 究 8 では，就職活動維持過程に影響を与える先

行要因に つい て 検 討 し た。研究 6 では，自己に関する要因，研究 7 で

は他者に 関す る 要 因，研 究 8 では取り組み方に関する要因について検

討した。 研 究 6 で は，「 資 質的レジリンス要因」と「私的自意識」が

一次的過 程と 二 次 的 過 程 の 双方に肯定的な影響を与えていた。研究 7

では，身 近 な 職 業 人 で あ る 父親から得るサポートが，ほぼすべての就

職活動維 持過 程 を 促 進 し て いた。また友人関係については，交友関係

を 積 極 的 に も つ こ と や そ の 広 さ は 就 職 活 動 維 持 過 程 に 特 に 影 響 を 及

ぼ さ な い が ，「 深 い 関 与 ・ 関 心 」 を も つ 友 人 と の 関 わ り が 一 次 的 過 程

と二次的 過程 の 双 方 を 促 進 することが示された。研究 8 では，就職活

動を開始 する 際 に「 意 気込 み」をもって臨むことがその後の行動を促

進 す る が ，「 活 動 計 画 方 略 」 に よ っ て 活 動 を す る 事 前 に 計 画 を 立 て 過

ぎ て し ま う と ，「 不 採 用 経 験 の 振 り 返 り 」，「 認 知 的 切 り 替 え 」，「 模 索

的 行 動 」 が 阻 害 さ れ る こ と が 示 さ れ た 。 一 方 で ，「 活 動 調 整 方 略 」 に

よ っ て 状 況 に 応 じ た 柔 軟 な 動 き を と っ て い く こ と で 就 職 活 動 の 維 持

が促進さ れ，そ の 後 の 結 果 指標にも肯定的な影響を与えることが示さ

れた。ま た，就 職 活 動 を 開 始する際の「こだわり」は，「模索的行動」

と「他者へ の 自 己 開 示 」を 阻害し活動量を低めることにつながりうる

が，これ ら の 行 動 に 終 始 す ると結果的に「満足感」，「本来感」，「アイ

デンティ ティ の 確 立 」 を 低 めることが示された。  

 

考察  

 研究 1 の 就 職 活 動 維 持 過 程モデルの生成および研究 2 の就職活動維

持過程尺 度の 作 成 か ら ，就 職活動維持過程，またその中で行われる行

動を把握 およ び 測 定 し う る 指標が構成された。構成尺度を用いた研究
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3 での時期 と の 検 討 お よ び 研究 4 での就職活動中の大学生を対象とし

た縦断的 検討 も 併 せ，構 成 尺度が就職活動を一定の時間的な幅をもっ

た「過程 」と し て 捉 え る こ とが可能で，かつ活動中の大学生にもおよ

そ適応可 能で あ る こ と が 示 された。  

研究 5 -1 お よ び 研 究 5 -2 で検討した就職活動維持過程が結果指標に

与える影 響に つ い て は ，一 次的過程の「模索的行動」と「他者への自

己開示」が 客 観 的 指 標 で あ る「活動量」を促進しており，探索的に行

動 を 積 極 的 に 起 こ し て い く こ と や 他 者 に 対 し て 自 ら の 思 い を 開 示 す

る こ と が 就 職 活 動 へ の 具 体 的 な 取 り 組 み の 回 数 に 正 の 影 響 を 及 ぼ す

と言える。た だ「 模 索 的 行 動」と「他者への自己開示」は，主観的指

標，活動後 の 適 応 指 標 ，成 長指標に対しては 悪影響を及ぼしうること

を示して いた 。一 方 で ，二 次的過程の「目標の明確化」や「自分らし

い就職活 動態 度 の 確 立 」は ，客観的指標，主観的指標，適応指標，成

長指標の 多く に 肯 定 的 な 影 響を与えていたため，就職活動においては

「模索的 行動 」や「 他 者 へ の自己開示」に終始するのではなく，それ

と 並 行 し て二 次 的 過 程 が 経 験さ れ る こ と が 重 要で あ る と 考 え ら れ る 。 

 研究 6，研 究 7， 研究 8 で検討した就職活動維持過程に影響を与え

る要因に つい て は ，ま ず自 己要因では，レジリエンス要因における気

質的な側 面が 特 に 就 職 活 動 の維持を強く支えていると考えられる。ま

た「資質 的 レ ジ リ エ ン ス 要 因」に加え「私的自意識」が一次的過程と

二 次 的 過 程 を 広 く 促 進 し て い た た め ， 就 職 活 動 の 実 行 面 だ け で な く，

自 己 の 内 面 に も 目 を 向 け 自 身 の 生 き 方 な ど を 振 り 返 る こ と も 重 要 で

あると考えら れ る 。次 に他 者要因では，父親は就職活動を行う個人に

とって身 近な 職 業 人 モ デ ル として機能し，父親からのサポートを活用

す る こ と で 個 人 の 就 職 達 成 に 至 る あ ら ゆ る 行 動 を 促 進 さ せ る と 考 え
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られる。ま た 情 緒 的 な 側 面 に関しては，母親からのサポートは就職活

動に際し ての 不 安 を 低 減 す るために，友人からのサポートは個人の補

償的行動，ス ト レ ス の 軽 減，モチベーションの維持のために得られて

い た と 考 え ら れ る 。 友 人 関 係 に つ い て は ，「 深 い 関 与 ・ 関 心 」 を も っ

た友人が，将 来 に 向 け た建 設的な話題を交わしたり，就職活動に臨む

個 人 を 励 ま し て く れ た り す る 存 在 と し て 機 能 し て い る と 考 え ら れ る。

最 後 に ， 取 り 組 み 方 に 関 す る 要 因 で は ，「 活 動 計 画 方 略 」 に よ っ て 計

画を決め すぎ て し ま う よ り も「活動調整方略」によって状況に応じた

柔 軟 な 動 き を と っ て い く こ と が 就 職 活 動 の 維 持 や そ の 後 の 結 果 指 標

に対して も良 好 な 影 響 を 与 えると考えられる。また「こだわり」によ

る 影 響 は 個 人 の 就 職 活 動 の 状 況 に 依 存 す る 部 分 が 大 き い と 考 え ら れ，

就 職 活 動 維 持 過 程 の 中 で は 活 動 の 状 況 に 応 じ て 適 度 に 修 正 お よ び 発

揮されて いく こ と が 望 ま し いと考えられる。  

 

結論  

本 研 究 の 結論 は 以 下 の 3 点で あ る 。 1 点 目は ， 大 学生 の 就 職 活動 維持

過程 が ， 就職 活 動 の 当初 か ら 行わ れ る ， 不採 用 経 験を 受 け て の具 体 的な

対 処 に よ って 当 面 の 活動 が 維 持さ れ て い く現 実 志 向的 な 一 次 的過 程 と，

一定 の 活 動経 験 の 後 に一 次 的 過程 に 追 加 され る 形 で行 わ れ る よう に な る ，

現 実 的 な 将来 を 見 据 えた 自 己 内省 的 な 思 考 に よ っ て よ り 深 い 自己 洞 察が

進 ん で い く未 来 志 向 的な 二 次 的過 程 か ら 構成 さ れ るこ と で あ る。 2 点目

は， 一 次 的過 程 の 「 不採 用 経 験の 振 り 返 り」 や 「 認知 的 切 り 替え 」 は主

観 的 指 標 であ る「就 職活 動 に よる 自 己 成 長感 」や「 就職 活 動 へ の満 足 感」，

適 応 指 標 であ る「 自 己肯 定 意 識」や「 本 来感 」を 促進 す る こ と ，「 模索的

行動 」 と 「他 者 へ の 自己 開 示 」は 客 観 的 指標 で あ る「 活 動 量 」を 促 進す
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る が そ れ に終 始 す る こと に な れば 主 観 的 指標 で あ る「 満 足 感 」や 適 応指

標 で あ る「自 己 肯 定 意識 」の 他者 領 域，「本 来 感」，「 就 職 不 安 」に 悪 影響

を 及 ぼ す こと ， 二 次 的過 程 で ある 「 目 標 の明 確 化 」と 「 自 分 らし い 就職

活 動 態 度 の確 立 」 は 内定 の 獲 得を 含 む 「 本採 用 活 動量 」，「 就 職活 動 への

満 足 感 」，「 就職 活 動 によ る 自 己成 長 感」，「 自 己肯 定 意識 」，「 本来 感 」，「 就

職 不 安 」の 低 減，「 ア イデ ン テ ィテ ィ の 確 立」の あら ゆ る結 果 指標 に 対 し

て 肯 定 的 な影 響 を 与 える こ と ，以 上 を 踏 まえ 一 次 的過 程 に 加 えて 二 次的

過 程 も 経 験さ れ る こ とで 結 果 への 良 好 な 影響 が 補 強さ れ る こ とで あ る。3

点 目 は ， 就職 活 動 維 持過 程 の 一次 的 過 程 と二 次 的 過程 双 方 を 全体 的 に促

進 す る の は， 自 己 に 関す る 要 因 で は 「 資 質 的 レ ジ リエ ン ス 要 因」 と 「私

的自 意 識」，他 者に 関す る 要 因 で は「 父 親か ら の サポ ー ト の 活用 」と「 深

い 関 与 ・ 関心 」 を も った 友 人 関係 ， 取 り 組み 方 に 関す る 要 因 では 就 職活

動 を 開 始 する に あ た って の 「 意気 込 み 」 と就 職 活 動中 に 状 況 に応 じ て活

動 を 調 整 して い く 「 活動 調 整 方略 」 で あ る こ と ， 以上 で あ る 。  


